
「春日部市本庁舎整備基本計画（案）」に対するご意見ありがとうございま

した。 

 

お寄せいただいた意見の概要と意見に対する市の機関の考え方について、公表いたし

ます。 

 

１．意見提出者数と意見提出件数 

 

 意見提出者数 意見提出件数 

持参 １１５件 ３４４件 

郵送 ０件 ０件 

ファックス １件 ３件 

メール ０件 ０件 

ホームページ ３件 ４件 

合計 １１９件 ３５１件 

 

２．意見反映件数 

３５１件のうち０件 

 

３．寄せられた意見の概要とそれに対する市の考え方 

 

（１）第２章 新本庁舎の移転先 

意見の概要 市の機関の考え方 

庁舎は本来的には東口活性化の観点から必須、

しかし財源と期間を考慮して考えれば市立病

院跡地が妥当かも？。 

計画実現に向け、取り組むとともに、東棟を活

用し、コスト節減に努めてまいります。 

市役所を建設するには、極力今あるものを使っ

て最低限の予算で建設すべきである。旧市立病

院敷地ならば市の土地だし、まだ使える建物が

部分的にある。建設コストをよく考え建設すべ

きだ。 

場所は、大地震が発生した時に備えて、消防署

や警察署、市立医療センターにより近く緊急連



絡を取り合うことがしやすい市立病院の跡地

がいいと思います。 

経済性を考えるなら春日部駅東口が最適であ

ると考えます。効率の良い 30 万都市を目指す

ことを最優先に考えないと春日部市の財政は

きびしい状況がずっとつづいてしまう。杉戸・

宮代が合併しやすと感じるよう 2 町に身近な

東口に移転することがもっとも重要。目先の経

済性より 20 年、30 年先を考えてどちらが経済

的にプラスなのか考えるべきである。 

 

庁舎の位置については、各防災機関と災害に

強いネットワークを構築することができるこ

とや早期実現性の観点で、旧市立病院敷地が適

当であると判断したものです。 

また、連続立体交差事業など様々な事業を推

進することで中心市街地を一体的に捉えたま

ちづくりを進めてまいります。 

この 8 項目を判断するには、かなりの専門的な

知識が必要で優劣を投票された方々が正確な

答えを出せたかが大変疑問視される。市内外の

それぞれの専門家からの分析では敷地の優位

性を逆転する答えが多く出ている。専門的に要

再投票。 

本庁舎整備の検討にあたっては、専門的な視

点から検証するため、学識経験者を含めた審議

会を設置し、ここで審議された答申を基に市が

判断いたしました。 

旧市立病院敷地と市民文化会館敷地を客観

的なデータに基づき相対的に比較検討した結

果であり、専門的な見地から行われたものであ

ることから、移転先を決定する根拠として十分

なものと考えます。 

基本方針や、策定の方法、比較検討などについ

ては、おおむね良いのではないかと思ってま

す。 

ただ、１１ページに於いて「検証の結果・・・

２敷地について優位性が認められました」につ

いて、結論に至る部分が不明瞭であると感じて

おります。今回初めて「整備基本計画」を見ま

したが、旧倉松公園や、牛島公園などは、庄和

地区が春日部に合併され、新春日部市として見

渡した場合、中心近くに存在し、今後に市が発

展していってもらいたいことを考えると、もっ

と検討に値するのではないか？という疑問が

残ります。 

旧市立病院敷地と市民文化会館敷地への絞

り込みは、春日部市本庁舎整備基本構想の策定

時に検証しました。 

基本計画では、この２敷地を８つの検証項目

について、客観的なデータに基づき相対的に比

較検討し、各防災機関と災害に強いネットワー

クを構築することができることや早期実現性

の観点で、旧市立病院敷地が適当であると判断

したものです。 

なお、東口における賑わいの創出（活性化）

に資するまちづくりについては、連続立体交差

事業など様々な事業を推進することで中心市

街地を一体的に捉えたまちづくりを進めてま



また「災害に強い庁舎」という観点から考える

と、春日部駅西口地域は大雨等で水没してしま

うことが多々あり、病院、警察、消防本部、と

の相互連携という点があるとはいえ、２敷地の

うちから、旧市立病院跡地となったことにはい

ささか疑問が残ります。 

防災という観点のみで市民文化会館の地が良

かった、とは言い切れないですが（地盤が軟弱

であることは、計画を読んで知りましたので）、

当初の別候補地を含めた最適地が策定出来た

のでは？と感じてしまいますので、その部分の

ご説明が頂けるとありがたいと思います。 

また私は春日部駅東口地域在住者ですが、この

整備に伴って、東口地域のまちづくりについ

て、行政の皆様からも更に一考一案を頂けます

ことをご期待申し上げます。 

いります。 

 

 

（２）第８章 スケジュール 

意見の概要 市の機関の考え方 

市役所を建て替える前に福祉や道路整備など、

やらなくてはならない事業が山ほどあると思

う。しかし、東日本大震災や熊本地震などを考

えると市役所が崩れてしまうと何もできなく

なってしまう。このことを考えると市役所は早

く建て替える必要があると思う。 

可能な限り早期実現を目指します。 

ここ数年各地で大規模な地震が多く発生して

います。建物が揺れるたびにとうとう春日部市

にも震災が来たか？と不安がつのります。 

市役所は古い耐震基準で建設されているそう

ですが、要の市役所がつぶれてはどうしようも

ありません。いつ発生するか解らない大地震に

備えて早急に市役所を建て替えるべきと思い

ます。 



 

（３）その他 

 

参考：「春日部市本庁舎整備基本計画（案）」に対する意見の募集期間 

 平成 28 年 12 月８日（木）から平成 29 年１月 12 日（木）まで 

 

※「春日部市本庁舎整備基本計画」は、施設に別途配架してある「公表資料」をご覧く

ださい。 

 

※「公表資料」につきましては、下記の場所で閲覧できます。ただし、それぞれの閉庁・

休館日は除きます。 

また、市のホームページでも閲覧できます。 

 

 市役所第二別館２階管財課 

 市役所別館１階市政情報室 

 庄和総合支所２階市政情報室 

 教育センター１階学習情報サロン 

意見の概要 市の機関の考え方 

平成 28 年 11 月 16 日の春日部駅東西の商店会

連合会が行った市役所移転に関する春日部の

まちづくり集会での説明を拒否し、このような

形式ばったことで説明責任を果たしたと過信

する春日部市の態度を大変遺憾に思うととも

に、あらためての説明会開催に向けた検討事務

折衝もパブリックコメントで充分なので拒否

するとは、さらに遺憾。 

鉄道高架課のように「皆様のご要望や集会等が

あれば、どんどんご説明に伺い皆様と共に進め

ていきたい」という同様の心構えをもっていた

だきたいと存じます。 

自治会や商店会等の要望があれば、個別に詳し

い説明会を開くのは行政として当然、果たさな

くてはならない義務であると強く訴えます。 

本庁舎整備の策定にあたりましては、２回に

わたる市民アンケートの実施及び市民参加推

進条例に基づく審議会の設置、市民意見提出手

続きなどを実施して、多くの市民の皆様からご

意見をいただき基本計画を策定したものです。 



 市民活動センター「ぽぽら春日部」 

 男女共同参画推進センター「ハーモニー春日部」 

 勤労者会館「ライム」 

 各公民館 

 

問い合わせ先 

                   春日部市役所 管財課本庁舎整備担当 

                   ０４８－７３６－１１１１（内線７４２１） 


